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Executive Summary  
 

本報告書は、高市早苗氏を内閣総理大臣、城内実氏を成長戦略担当大臣とする政権が策定する

であろう「日本成長戦略」について、両氏の公にされた経済哲学、政治的信条、過去の行動に

基づき、その全体像を徹底的に分析・推測するものである。 

本戦略の核心は、日本のバブル崩壊後の経済的定説からのラディカルな脱却にあると予測され

る。それは、積極的な財政拡張と国家主導の産業政策を両輪とし、強固な経済安全保障ドクト

リンを中核に据えることで「経済的主権」の確立を目指す、ハイリスク・ハイリターンな国家

プロジェクトである。この戦略は、長年にわたり日本の経済政策を支配してきた財務省の権威

と日本銀行の独立性に対する根本的な挑戦を意味し、国内における深刻な政治・経済的対立

と、国際金融市場における相当なボラティリティをもたらす期間の到来を告げるものとなるだ

ろう。 

戦略の根底には、1990 年代以降の「構造改革」路線、すなわち新自由主義的コンセンサスへ

の深い不信感と、国家の経済的運命を政治の手に取り戻そうとする強い意志が存在する。城内

氏の郵政民営化への猛烈な反対に見られる経済ナショナリズムと、高市氏の技術主権確立への

執念は、この点で完全に一致している。彼らの掲げる「責任ある積極財政」は、財政規律では

なく国家の成長と国民生活への責任を最優先するものであり、その実現は財務省の予算編成権

を解体し「財政民主主義」を確立するという政治的目標と不可分である。 

この思想を実現するため、本戦略は三つの相互補完的な柱で構成されると見られる。 

1. 戦略的財政拡張による国家建設: 短期的な需要創出（中小企業支援、減税）と、長期的な

「国土強靭化」投資を、国債の大量発行によって賄う。 
2. 国家権力の中核としての経済安全保障: 経済安全保障推進法を最大限に活用し、半導体

（ラピダス計画等）、AI、宇宙、次世代エネルギーといった戦略分野に巨額の国家資本を

投下し、サプライチェーンの強靭化と技術的覇権の確立を図る。 
3. 国内産業基盤の再活性化: 城内氏の信条を反映し、日本経済の根幹をなす中小企業や農林



水産業への手厚い支援を通じて、食料安全保障を確保し、地方経済を再生させる。 

この野心的な戦略の実行は、日本の既存の統治構造との全面対決を意味する。財政規律を至上

命題とする財務省との予算を巡る攻防は避けられず、また、大規模な財政ファイナンスへの圧

力は日本銀行の独立性を深刻に脅かし、市場の信認を失う「日本版トラス・ショック」のリス

クを内包する。 

国際的には、同盟国から経済安全保障強化の文脈で歓迎される一方、その国家主導・国内生産

優先の姿勢は高度な保護主義と見なされ、新たな貿易摩擦を生む可能性がある。対中国では、

依存脱却を目指す姿勢が関係を一層冷却化させることは確実である。 

結論として、高市・城内枢軸が主導する成長戦略は、過去 30 年間の日本の経済政策からのパ

ラダイムシフトを意味する、極めて大きな国家的賭けである。成功すれば、日本経済を長期停

滞から脱却させ、技術的・地政学的な大国としての地位を確固たるものにする可能性がある。

しかし、失敗すれば、深刻な財政・通貨危機に陥り、日本を以前よりも脆弱な国家へと転落さ

せる危険性をはらんでいる。その成否は、経済モデルの精緻さよりも、日本の強固な制度的権

力との政治闘争に勝利できるか否かにかかっている。 

 

第 1 章 哲学的核心 – 経済主権という共通のビジョン 
 

高市・城内両氏による成長戦略は、単なる政策の寄せ集めではなく、1990 年代以降の新自由

主義的コンセンサスを根底から否定し、国家の経済的運命に対する政治のコントロールを回復

しようとする、首尾一貫したイデオロギー的プロジェクトである。その核心には、両氏が共有

する「経済的主権」の確立という強烈な意志が存在する。 

 

1.1 新自由主義的正統性と「構造改革」の否定 
 

両氏の世界観の思想的基盤は、過去数十年にわたる日本の経済政策、特に「構造改革」路線へ

の深い幻滅と批判にある。この点で最も象徴的なのが、城内実氏の郵政民営化に対する長年

の、そして極めて激しい反対の姿勢である 1。 

2008 年に書かれた城内氏のブログ記事は、彼の思想の根幹を理解する上で foundational text 
と言える 1。彼はこの記事で、当時の「構造カイカク」を「ばかの一つ覚え」と断じ、「三流売

国経済学者」がそれを推進していると痛烈に批判している。彼の主張の核心は、郵政民営化に



よって約 340 兆円にのぼる郵貯・簡保資金が「外資にのっとられ」、投機的な「マネーゲーム

の資金となる」という危機感にあった 1。これは、グローバル金融資本に対する根深い不信感

と、国家の資産を外国の手に委ねることへの強い抵抗、すなわち経済ナショナリズムの発露で

ある。この思想は、単なる政策論争を超え、国家のあり方そのものを問うものであった。 

この経済ナショナリズムと反グローバリズム的な視点は、高市早苗氏が掲げる「強く豊かな」

日本というビジョンと完全に共鳴する 4。高市氏が経済安全保障政策の柱として国内サプライ

チェーンの強化や技術主権の確保を最重要視するのは、城内氏がかつて示したイデオロギー的

危機感を、現代の地政学的文脈の中で政策として具体化したものに他ならない。外国資本によ

る買収リスクや技術流出への警戒は、両氏に共通する国家観の現れであり、彼らが共同で策定

する成長戦略の根底をなす思想的基盤となる。 

 

1.2 「責任ある積極財政」の優位性 
 

両氏が共有するビジョンを実現するための中心的な手段は、財政緊縮主義との決定的な決別で

ある。両氏は共に、自民党内における「積極財政」の主導的な論者として知られている 6。 

彼らの掲げる財政政策は、単なる放漫財政ではなく、「責任ある」積極財政と定義されている 
8。ここでの「責任」とは、財務省が金科玉条とするプライマリーバランスの黒字化といった財

政収支に対する責任ではない。それは、国家の持続的成長を実現し、国民生活を豊かにするこ

とへの政治的責任である。この思想の根底には、戦略的な政府支出が需要を喚起し、経済成長

を促し、賃金上昇をもたらし、結果として税収増につながることで長期的には財政状況も改善

するという、財務省の緊縮ロジックを真っ向から否定する経済観が存在する 7。 

この思想的連携は、具体的な政治行動にも表れている。城内氏は「責任ある積極財政を推進す

る議員連盟」の顧問を務め 8、高市氏は総理として「責任ある積極財政」に基づく戦略的な財

政出動を明確に指示する方針を示している 10。これは、両氏が単なる政策協調にとどまらず、

日本のマクロ経済運営の基本思想そのものを転換させようとする、統一された戦線を形成して

いることを示している。 

 

1.3 政治プロジェクトとしての「財政民主主義」の奪還 
 

積極財政への強いこだわりは、純粋な経済政策的判断にとどまらず、より大きな政治的目標と

不可分に結びついている。それは、戦後日本の予算と経済の方向性を事実上支配してきた財務



省の権力構造を打破するという野心的なプロジェクトである。 

城内氏とその盟友たちの議論は、この点を明確に示している。彼らは自らの使命を、「一政府

機関の財務省が予算の上限を決めるという異常な政治を止め」、国民の代表である政治家が予

算を決定する「財政民主主義」を取り戻すことだと位置づけている 7。これは、日本の政策決

定プロセスにおける官僚優位の構造、特に財務省の絶大な影響力に対する正面からの挑戦状で

ある。 

この官僚支配からの脱却という目標は、高市氏の統治ビジョンとも完全に一致する。高市氏

が、金融政策の大きな方向性は政府が決めるべきだと主張し 13、官僚機構を内部から変える

「制度ハッカー」としての戦略を示唆していること 14 は、彼女もまた経済テクノクラートに対

する政治の優位性を確立することを目指している証左である。したがって、彼らの成長戦略

は、経済的成果を追求すると同時に、日本の権力構造そのものを変革しようとする二重の目的

を持った政治プロジェクトなのである。 

この戦略の根底にあるのは、単なる経済理論の対立ではなく、国家の意思決定の主体は誰であ

るべきかという統治の根源的な問いである。高市・城内枢軸は、その答えを明確に「選挙で選

ばれた政治家」であると規定し、そのための手段として積極財政を掲げている。彼らの経済政

策は、財務省という強大な官僚機構から経済運営の主導権を奪い、政治主導の国家運営を実現

するための武器なのである。 

このアプローチは、1990 年代以前の日本の「開発主義国家（deve lopmenta l s ta te）」モデル

の現代版への回帰とも解釈できる。かつて通商産業省（MITI）が産業政策を主導したように、

高市・城内政権は、経済安全保障という新たな大義名分の下、政治が戦略分野（半導体、AI な
ど）を特定し、そこに国家資源を重点的に配分する体制を目指している 12。これは、市場の効

率性よりも国家の安全保障と自律性を優先する、政治主導の資本主義モデルへの転換を意味す

る。 

表 1.1 城内実氏と高市早苗氏の思想的枠組み比較 

 

項目 城内 実 高市 早苗 

経済思想の核心 新自由主義・グローバリズ

ムへの不信。「日本の経済

を支えるのは中小企業のわ

ざ」8。郵政民営化による

「日本売り」への強い警戒 
1。 

「日本列島を、強く豊か

に。」4。経済力を外交力・

防衛力に繋げる国家観 12。

経済成長と安全保障の一体

化。 



財政政策観 積極財政派。財務省主導の

緊縮財政を「異常な政治」

と批判 7。国債発行による

財源確保を主張。 

「責任ある積極財政」を明

言 10。国債発行を「躊躇し

ない」姿勢 12。戦略分野へ

の財政出動を重視。 

官僚機構への姿勢 財務省の予算編成権を問題

視し、「財政民主主義」の

回復を要求 7。官僚支配か

らの脱却を目指す。 

日銀の独立性に対し、政策

の方向性は政府が決めるべ

きとの考え 13。官僚機構を

内部から変える「制度ハッ

カー」戦略 14。 

外国資本への見方 郵貯資金が「外資にのっと

られ」ることを懸念 1。外国

資本による国家資産の支配

に極めて批判的。 

「対日外国投資委員会」の

創設を提唱 4。重要技術や

インフラの外国資本による

買収に強い警戒感。 

経済政策の最終目標 「誇り高くたくましい日本

人を育成する」8。国土保全

と一体化した農林水産業の

振興 6。国内産業基盤の保

護。 

「日本の持続的な強さと豊

かさを取り戻す」4。経済、

安全保障、社会制度を連動

させた総合的な国力強化。 

 

第 2 章 高市・城内成長戦略の三つの柱 
 

第 1 章で概説した哲学的核心を実現するため、高市・城内成長戦略は、相互に補強し合う三つ

の具体的な政策の柱によって構成されると予測される。これらの柱は、財政拡張をエンジンと

し、経済安全保障を羅針盤として、国内産業基盤の再強化を目指す、一貫したシステムを形成

している。 

 

2.1 第一の柱：戦略的財政拡張による国家建設 
 

この戦略の原動力となるのは、前例のない規模での財政出動である。これは、デフレマインド

を払拭するための短期的な需要喚起策と、国家の脆弱性を克服するための長期的な投資計画の



二つの側面から構成される。 

 

2.1.1 即時的な需要サイド支援 

 

政権発足後、直ちに実行されるのは、物価高に苦しむ国民生活と企業経営への「即応」と「現

場主義」に基づく支援策である 9。高市氏が優先課題として掲げるように、赤字に苦しむ中小

企業や、資材・燃料費の高騰に直面する農林水産業への直接的な補助金や交付金が迅速に投入

される 9。これは、城内氏が長年重視してきた中小企業 8 や農林水産業 6 の保護という政治信条

とも完全に合致する。さらに、ガソリン税の暫定税率撤廃や、低・中所得者層を対象とした給

付付き税額控除の導入も、国民の可処分所得を直接的に押し上げるための有力な選択肢となる 
9。これらの政策は、制度改革を待たずに補正予算などを活用して迅速に実行され、経済に即効

性のあるカンフル剤を注入することを目的とする。 

 

2.1.2 長期的な「国土強靭化」投資 

 

短期的な需要刺激策と並行して、国家のレジリエンス（強靭性）を高めるための大規模かつ長

期的な公共投資が計画される。これは高市氏が掲げる「国土強靭化」計画であり、経済成長と

危機管理を一体で推進する政策の中核をなす 17。具体的には、河川の堤防強化や建物の耐震化

といった伝統的な防災インフラ整備に加え、無電柱化、そして全国的なデジタルインフラの高

度化（5G 網の整備など）が含まれる 18。これらのプロジェクトは、建設業などを通じて持続

的な経済需要を生み出すと同時に、激甚化する自然災害や地政学的リスクに対する国家全体の

防御力を高めるという二重の目的を持つ。 

 

2.1.3 ビジョンの資金調達 

 

これらの野心的な財政計画の財源は、明確に政府による国債の追加発行によって賄われる。高

市氏は財源について「国債発行を躊躇しない」と公言しており 12、これは財政規律よりも経済

成長を優先するという明確な意思表示である。この背景には、城内氏を含む積極財政派が共有

する、「自国通貨建てで国債を発行する政府は財政破綻しない」という現代貨幣理論（MMT）
にも通じる考え方がある 7。彼らの論理によれば、問題となるのは債務残高そのものではな

く、財政出動が過度なインフレを引き起こすか否かであり、デフレに苦しむ日本経済において



は、インフレを心配するよりも、まず国債発行によって需要を創出することが最優先されるべ

きだとされる。 

 

2.2 第二の柱：国家権力の中核としての経済安全保障 
 

この成長戦略の最も中心的かつ決定的な特徴は、経済活動を国家安全保障と直接的に結びつけ

る「経済安全保障」ドクトリンである。これは、単なる一政策分野ではなく、国家運営全体の

基本思想として位置づけられる。その実行にあたっては、すでに整備されている経済安全保障

推進法が強力な法的根拠となる 20。 

 

2.2.1 サプライチェーンの要塞化（「守る」機能） 

 

戦略の第一歩は、国民の生存と経済活動に不可欠な「特定重要物資」の国内供給網を確立し、

外部依存のリスクを徹底的に排除することである 12。 

ケーススタディ：半導体国家プロジェクトとラピダス 
この戦略の象徴となるのが、次世代半導体の国産化を目指す「ラピダス（Rapidus）」プロジ

ェクトである。政府は、経済安全保障の名の下に、ラピダスに対して累計で 1 兆 7000 億円を

超える巨額の補助金を投入し、世界最先端となる 2 ナノメートル世代の半導体製造拠点を国内

に建設しようとしている 25。これは、特定の重要技術の自給自足を達成するためには、市場原

理を度外視した国家による大規模な直接介入も辞さないという、本戦略の基本姿勢を明確に示

している。このプロジェクトは、今後の他の戦略分野における国家主導の産業政策のモデルケ

ースとなるだろう。 
政府は、経済安全保障推進法に基づき、企業が策定する「供給確保計画」を認定する仕組みを

活用する 23。この認定を受けた企業に対して、補助金、低利融資、税制優遇といった集中的な

支援を行い、半導体のみならず、蓄電池、重要鉱物、医薬品などの分野で、国内生産拠点の整

備や技術開発を強力に後押しする。 

 

2.2.2 技術覇権の追求（「育てる」機能） 

 

サプライチェーンの防御的側面に加え、本戦略は、将来の国際競争と国家の存亡を左右する先



端技術分野において、日本が主導的、あるいは不可欠な地位を確立することを目指す、極めて

攻撃的な産業政策を含む。高市氏が掲げる重点投資分野は、この野心の現れである 4。 

● 人工知能（AI）: 初代 AI 戦略担当大臣に任命された城内氏のビジョンが反映される 29。目

標は、単に海外の技術を導入するのではなく、日本の文化や商習慣、さらには情緒まで理

解する「国産 AI」の研究開発を推進することである。特に、日本が強みを持つロボット、

医療、防災といった分野で AI アプリケーションを開発し、積極的に海外展開すること

で、新たな「勝ち筋」を創出する。 
● 宇宙: 安全保障と通信の観点から、多数の小型衛星を連携させる「衛星コンステレーショ

ン」の構築を国家プロジェクトとして推進する 12。これにより、情報収集能力を飛躍的に

高め、災害時や有事における通信の冗長性を確保する。 
● エネルギー: エネルギー安全保障の切り札として、次世代革新炉や核融合といった原子力

技術の開発に国家として大規模な投資を行う 4。これは、エネルギーの海外依存から脱却

し、脱炭素と経済成長を両立させるための長期的な国家戦略と位置づけられる。 

 

2.2.3 防衛的経済安全保障 

 

技術や産業基盤を「守る」ための措置も強化される。高市氏が提唱するように、外国資本によ

る日本企業の買収や出資を厳格に審査する体制（例：「対日外国投資委員会」の創設）が整備

されるだろう 4。また、大学や研究機関からの機微技術の流出を防ぐための法整備や、知的財

産の保護強化も急務とされる 37。これらの措置は、城内氏が郵政民営化の際に示した、外国資

本による日本の資産支配への強い警戒感を反映したものである 1。 

 

2.3 第三の柱：国内産業基盤の再活性化 
 

この戦略は、ハイテク分野への巨額投資だけでなく、日本経済の土台を支える伝統的な産業基

盤の再強化にも重点を置く。これは特に、城内氏の保守的な政治哲学と、彼の選挙区の支持基

盤を色濃く反映した柱である。 

 

2.3.1 中小企業のエンパワーメント 

 

城内氏が「日本の経済を支えるのは中小企業のわざ」と語るように 8、本戦略は中小企業を単



なる保護対象ではなく、成長の主役として位置づける。具体的には、事業承継税制の拡充（城

内氏が経済産業部会長時代に推進した政策 38）や、賃上げや設備投資を行う企業への税制優

遇、そして物価高騰に対する直接的な経営支援策が盛り込まれる 9。これは、経済全体の活力

を底上げすると同時に、保守政権の重要な支持基盤を固めるという政治的含意も持つ。 

 

2.3.2 農林水産業と地方のルネサンス 

 

城内氏の「農林水産業の振興は国家百年の大計」という信念 6 は、本戦略において中心的な位

置を占める。単なる産業保護ではなく、食料安全保障（第二の柱と連動）と、国土保全、水源

涵養といった国家の根幹を維持するための政策として、農林水産業への大規模な直接支払い制

度（欧州の共通農業政策に類似）や、スマート農業への投資が推進される。これは、地方に雇

用と活気を取り戻し、東京一極集中を是正するための地方創生戦略とも一体化している。 

これら三つの柱は、単独で機能するのではなく、緊密に連携する一つのシステムとして設計さ

れている。第一の柱である「財政拡張」は、第二の柱である「経済安全保障」分野への野心的

な国家プロジェクトに必要な資金を供給する。そして、第二の柱で掲げられる食料自給率の向

上といった目標は、第三の柱である「国内産業基盤（特に農業）」への支援なしには達成でき

ない。さらに、ハイテク分野への集中投資という第二の柱の政策は、中小企業や地方といった

第三の柱への手厚い配慮によって、国民的な政治的正統性を獲得する。このように、各柱が相

互に依存し、補強し合うことで、戦略全体の実効性と持続性が担保される構造となっている。 

この戦略が目指す「成長」は、従来の GDP 最大化とは本質的に異なる。それは、国家のパワ

ーと自律性を高める特定の戦略分野における成長であり、経済効率性よりも安全保障が優先さ

れる。国内の半導体工場に投じられる 1 円は、より短期的な収益が見込める他の産業への 1 円

よりも価値が高いと見なされる。これは、効率性に基づく経済学から、安全保障に基づく国家

戦略へと、日本の成長モデルを根本的に転換させる試みなのである。 

表 2.1 高市・城内成長戦略における重点投資分野 

 

戦略分野 具体的な政策

目標 
主要なイニシ

アチブ/プロジ

ェクト 

主な資金調達

メカニズム 
関連閣僚の優

先事項 

防衛 防衛費を GDP
比 2%まで増額 

長射程ミサイ

ル、次世代戦
国債発行によ

る一般会計予

高市（国家安



12 闘機の開発 12 算 全保障） 

宇宙 安全保障目的

の小型衛星コ

ンステレーシ

ョン構築 12 

宇宙ゴミ除去

技術の実用化 12 
政府予算、官

民ファンド 
高市（宇宙政

策）/ 城内（宇

宙政策） 

サイバーセキ

ュリティ 

重要インフラ

防衛体制の強

化 12 

量子暗号通信

技術の研究開

発 12 

政府予算、戦

略的イノベー

ション創造プ

ログラム

（SIP）等 

高市（サイバ

ーセキュリテ

ィ） 

先端半導体 2nm 世代半導

体の国内量産

体制確立 39 

ラピダス

（Rapidus）へ

の大規模支援 
27 

経済安全保障

推進法に基づ

く補助金、税

制優遇 

高市・城内

（経済安保） 

次世代エネル

ギー 

次世代革新

炉、核融合炉

の実用化 4 

小型モジュー

ル炉（SMR）
の導入加速 34 

GX 経済移行

債、政府系フ

ァンド 

高市（エネル

ギー政策） 

人工知能

（AI） 

国産 AI の研究

開発と社会実

装 29 

AI 戦略本部の

司令塔機能強

化 29 

政府予算、研

究開発助成 
城内（AI 戦略

担当） 

サプライチェ

ーン強靭化 

特定重要物資

（バッテリ

ー、重要鉱物

等）の国内生

産 12 

供給確保計画

認定企業への

支援 23 

経済安全保障

推進法に基づ

く補助金・融

資 

高市・城内

（経済安保） 

 

第 3 章 統治と実行 – 正統性との対決 
 



高市・城内成長戦略の実現は、その野心的な内容ゆえに、極めて大きな実行上の困難に直面す

る。その成否は、日本の強力かつ凝り固まった経済官僚機構との政治戦争に勝利できるかどう

かにかかっている。この戦略は、単なる政策変更ではなく、日本の統治構造そのものへの挑戦

なのである。 

 

3.1 予算を巡る戦い：財務省の超越 
 

本戦略の実行は、財政健全化を組織の至上命題とし、大規模な赤字国債発行に一貫して抵抗し

てきた財務省との全面的な衝突を不可避とする 41。 

財務省は、日本の巨額な公的債務残高を根拠に、積極財政は無謀であり、将来世代への負担転

嫁に他ならないと主張するだろう 41。彼らは、金利の急騰や国債の信認失墜といったリスクを

強調し、あらゆる手段を用いて歳出拡大に抵抗すると考えられる。過去、多くの政権が財務省

のこの「財政規律」の論理の前に、公約を骨抜きにされてきた歴史がある 42。 

しかし、高市・城内枢軸は、この財務省の論理を正面から打破しようとする。彼らは、デフレ

下でプライマリーバランス黒字化目標に固執することは経済学的に誤りであり、まずは成長を

実現することが最優先であると反論する 7。そのための具体的な戦略として、自民党政務調査

会など党の政策決定プロセスを最大限に活用し、官邸主導で予算の骨格を決定することで、財

務省が伝統的に握ってきた予算編成の主導権を無力化しようと試みるだろう 46。特に、高市氏

が示唆する「制度ハッカー」としてのアプローチ 14 は、単に正面から対立するだけでなく、官

僚機構の論理や手続きを逆手にとって、内部からその意思決定を政治の意図する方向へ誘導す

るという、より高度な統治戦略の存在を示唆している。 

 

3.2 圧力を受ける日本銀行：中央銀行の独立性への挑戦 
 

成長戦略と日本の金融政策を司る日本銀行との間には、深刻な緊張関係が生じる。本戦略が依

拠する大規模な国債発行は、低位で安定した長期金利を前提としている。これは、物価上昇の

兆候が見られても、日本銀行に対して金融緩和の継続を求める強烈な政治的圧力となることを

意味する。 

特に高市氏の発言は、この点に関する懸念を増幅させる。彼女が、金融政策の大きな「方向

性」を決める責任は政府にあると繰り返し主張し、日銀との「密な対話」を強調することは、

市場関係者から中央銀行の独立性に対する直接的な脅威と受け止められている 13。 



これは、「財政ファイナンス」あるいは「財政従属（Fisca l Dominance）」として知られる極

めて危険な状況を生み出すリスクをはらむ。すなわち、中央銀行の金融政策が、物価の安定と

いう本来の目的から逸脱し、政府の財政赤字をファイナンス（資金供給）するための手段に従

属してしまう状態である。もし市場が、日本銀行はもはや政府の意向に逆らえず、インフレが

昂進しても利上げなどの金融引き締めを行えないと判断した場合、日本国債と円に対する信認

は急速に失われ、英国のトラス前政権が経験したような金融市場の混乱、いわゆる「日本版ト

ラス・ショック」を引き起こす可能性がある 48。財政ファイナンスに否定的な見解を持つとさ

れる植田和男氏のような総裁の下では、日銀は政府からの圧力と市場からの信認維持という板

挟みの中で、極めて困難な政策運営を迫られることになる 49。 

 

3.3 法的・行政的ツールキット 
 

高市・城内政権は、この野心的な戦略を実行するための強力な法的・行政的ツールをすでに手

にしているか、あるいは構築しつつある。これは、彼らの計画が単なるスローガンではなく、

具体的な実行基盤に基づいていることを示している。 

● 経済安全保障推進法: 第 2 章で詳述した通り、この法律は戦略の実行における中核的な法

的根拠となる。特定重要物資を指定し、企業の「供給確保計画」を政府が認定すること

で、補助金、融資、税制優遇といった支援策を特定の産業や企業に集中的に投下するため

の強力な権限を政府に与える 23。 
● 戦略分野国内生産促進税制: GX、DX、経済安全保障を目的として新設されたこの税制は、

本戦略の目標と完全に一致している 51。半導体やグリーン関連製品などの戦略分野におい

て、生産・販売量に応じて法人税額を最大 10 年間にわたって控除するものであり、国内

への大規模な設備投資を促すための極めて強力なインセンティブとなる。 
● AI 戦略本部: 城内氏を司令塔とする AI 戦略本部の設置は 29、この重要な技術分野におけ

る政策立案と実行を一元化し、省庁の縦割りを排して迅速な意思決定を可能にするための

組織的基盤を提供する。 

これらのツールキットの存在は、高市・城内政権が、財務省や日銀といった既存の権力構造と

対峙しながらも、自らのアジェンダを強力に推進する手段を持っていることを示している。 

この戦略の実行プロセスは、日本経済に「二重構造（two - track economy ）」を生み出す可能

性がある。一方には、経済安全保障の名の下に国家から手厚い補助金や保護を受ける「ナショ

ナル・チャンピオン」的なプロジェクト群（ラピダスなど）が存在する。もう一方には、それ

以外の一般の経済部門が存在し、前者を支えるためのマクロ経済環境（例えば、財政拡張に起

因するインフレや金利上昇リスク）の影響を直接的に受けることになる。利益は特定の戦略分

野に集中する一方で、そのコストやリスクは社会全体で負担するという構造は、経済的な歪み



や不平等を拡大させる可能性がある。 

さらに、この戦略は本質的に政治的な脆弱性を抱えている。財務省は、時の政権が短命に終わ

るのに対し、自らは永続する組織であることを熟知しており、情報や予算編成プロセスの詳細

を盾に、気に入らない政治主導の政策を時間稼ぎやサボタージュによって骨抜きにしてきた長

い歴史を持つ 42。積極財政路線は自民党内ですら一枚岩ではなく、常に緊縮財政派からの揺り

戻しのリスクに晒されている 44。したがって、政権の支持率低下や選挙での不振、あるいは何

らかのスキャンダルによって政治的な求心力が少しでも低下すれば、それを好機と捉えた財務

省と党内緊縮派が勢いを盛り返し、積極財政路線を頓挫させる可能性は十分にある。この戦略

の成否を測るタイムラインは、経済指標ではなく、政治日程なのである。 

 

第 4 章 リスク、機会、そして国際的影響 
 

高市・城内成長戦略は、日本の未来を賭けた壮大な国家的ギャンブルである。本章では、その

潜在的な成果と深刻なダウンサイド・リスクを均衡の取れた視点から評価し、日本の国際的地

位に与える影響を分析する。 

 

4.1 国内経済シナリオ：国家的賭博 
 

 

4.1.1 ブルケース（成功裡の再フレーション） 

 

戦略が意図通りに機能した場合、その成果は大きい。大規模な財政刺激策が、日本を 30 年近

くにわたって苦しめてきたデフレマインドを最終的に打破する可能性がある。持続的な需要主

導型インフレ（デマンドプル・インフレ）が生まれ、それに伴う力強い賃金上昇が実現すれ

ば、消費と投資の好循環が回り始める。国家主導の産業政策が成功すれば、半導体や AI、次世

代エネルギーといった分野で世界的に競争力のある新産業が創出され、日本経済は新たな成長

軌道に乗ることができる。これは、長年の停滞を克服し、日本の潜在成長率そのものを引き上

げる理想的なシナリオである。 

 



4.1.2 ベアケース（「日本版トラス・ショック」） 

 

一方で、この戦略には極めて大きなリスクが伴う。財政規律を度外視した歳出拡大と、日本銀

行への政治的圧力が組み合わさることで、市場の信認が失われるシナリオが現実味を帯びる。

これは、英国のトラス前政権が減税策を発表した直後に経験した市場の混乱、いわゆる「トラ

ス・ショック」の日本版である 48。その具体的な発現形態は以下の通りである。 

● 制御不能なインフレ: 財政拡張によって市場に供給された過剰な資金が、国内の供給能力

を超えて物価を押し上げる。さらに、信認低下による円安の加速が輸入物価を高騰させ、

スタグフレーション（不況とインフレの同時進行）に陥るリスクがある 17。 
● 国債市場の危機: 政府の財政運営に対する懸念から、投資家が日本国債（JGB）の保有リ

スクに対してより高い利回り（プレミアム）を要求し、長期金利が急騰（国債価格は暴

落）する 48。これにより、政府の利払い負担が爆発的に増加し、財政が実質的に破綻状態

に陥る。また、大量の国債を保有する国内金融機関の経営を直撃し、金融システム不安を

引き起こす可能性がある。 
● 円の暴落: 日本の財政・金融政策への信認が完全に失われ、国内外の投資家が一斉に円資

産を売却することで、円が急激かつ無秩序に下落する 55。これは、輸入に頼る国民生活と

企業活動に壊滅的な打撃を与える。 

 

4.2 地政学的再配置：より自己主張する日本 
 

この成長戦略は、日本の国際社会における立ち位置を大きく変えることになる。 

 

4.2.1 同盟国（米国、クアッド、欧州）との関係 

 

戦略の根幹をなす経済安全保障の強化、防衛費の増額、そして先端技術への投資は、米国をは

じめとする同盟国やパートナー国から広く歓迎されるだろう。これらは、権威主義国家、特に

中国に対抗するための西側諸国の連携した取り組み、いわゆる「デリスキング（リスク低

減）」に日本が積極的に貢献する姿勢を示すものと評価される 58。日本の技術力と経済力を活

用した集団的安全保障への貢献は、日米同盟をさらに深化させ、クアッド（日米豪印）や欧州

との連携を強化する上でプラスに作用する 61。 

しかし、その一方で、国内生産を強力に推進し、「ナショナル・チャンピオン」を育成する政



策は、巧妙な保護主義として同盟国との間に新たな貿易摩擦を生む火種となり得る 64。特に、

巨額の補助金や税制優遇が公正な競争を歪めていると見なされれば、米国や EU から反発を招

く可能性がある。 

 

4.2.2 中国との関係 

 

本戦略は、対中依存からの脱却と、中国による経済的威圧への対抗力を構築することを明確な

目的としている。サプライチェーンの再編 66、先端技術の輸出管理強化、そして米国との安全

保障・経済面での一体化の動きは、中国政府から敵対的な「封じ込め」政策の一環と見なされ

ることは避けられない 68。これにより、日中関係はさらに冷却化し、中国側による何らかの経

済的報復措置を誘発する可能性が高い。 

 

4.2.3 国際的評価 

 

高市氏は、すでに国際社会の一部から、その強硬な姿勢ゆえに「日本版女性トランプ」と評さ

れている 58。彼女が主導する国家主義的で介入主義的な経済政策は、世界的な経済ナショナリ

ズムと国家資本主義への回帰という大きな潮流の一部として認識されるだろう。これにより、

日本は、戦後の自由貿易体制の安定的な受益者・擁護者という立場から、その体制の変容を促

すアクティブなプレイヤーへと役割を変えることになる。 

 

4.3 グローバル市場の反応 
 

この戦略が実行に移された場合、金融市場は即座に、かつダイナミックに反応すると予想され

る。 

● 為替・債券市場: 市場は、大規模な財政出動と日本銀行への緩和圧力の高まりを織り込

み、短期的には円安と長期金利の上昇（イールドカーブのスティープ化）が進む可能性が

高い 17。戦略の信認が揺らげば、その動きは急激かつ無秩序なものになり得る。 
● 株式市場: 株式市場の反応は二極化するだろう。政府による戦略的投資の対象となるセク

ター、すなわち防衛、半導体関連（特にラピダスのサプライチェーンに関わる企業）、次

世代エネルギー、インフラ関連企業には、政策期待から投資資金が集中し、株価が大きく

上昇する可能性がある 12。一方で、輸入依存度の高い企業や、金利上昇に脆弱な内需型企



業、そしてグローバルなサプライチェーンに深く組み込まれている企業は、コスト増や事

業環境の変化への懸念からアンダーパフォームする可能性がある。 

この戦略の成功は、皮肉なことに、それが距離を置こうとしているグローバルなシステム、特

に国際金融市場の信認に大きく依存している。戦略の要である大規模な国債発行は、国内外の

投資家が安定的に日本国債を買い支えることが大前提となる。もし彼らが、財政規律の喪失や

制御不能なインフレを懸念して日本国債を売却し始めれば、それは金利の急騰を招き、戦略そ

のものを根底から覆すことになる。つまり、高市・城内枢軸が追求する「経済的主権」は、グ

ローバル資本市場の評価という厳しい制約の下に置かれており、決して絶対的なものではな

い。 

さらに、この戦略は、日本の貿易相手国による日本経済モデルの根本的な再評価を促し、世界

経済の分断を加速させる触媒となる可能性がある。これまで安定し、予測可能で、市場志向と

見なされてきた日本が、介入主義的で国家主義的な経済運営に舵を切ることは、同盟国にさえ

警戒感を生む。彼らが日本の産業政策を不公正な補助金と見なせば、自国産業を守るための対

抗措置を取るかもしれず、それは西側諸国間での補助金競争や保護主義の応酬につながりかね

ない 65。その結果、日本は、戦後の自由で開かれた国際経済秩序の支柱の一つという立場か

ら、その秩序の断片化を促す要因の一つへと、その役割を変えてしまう可能性がある。 

表 4.1 高市・城内成長戦略の SWOT 分析 

 
強み (Strengths)  弱み (Weaknesses)  

内部要因 ・明確なビジョンと強い政

治的意志 ・デフレ完全脱却

の可能性 ・強固な国内産業

基盤の存在 ・実行を支える

法的枠組み（経済安保推進

法等） 

・極めて高い財政リスク

（債務残高） ・制度的安定

性への挑戦（財務省・日銀

との対立） ・国家による資

源配分の非効率性（「敗

者」を選ぶリスク） ・党内

合意形成の困難さ 

外部要因 機会 (Opportunities)  脅威 (Threats)  

 
・次世代技術分野での新産

業創出 ・国家レジリエンス

（防災・安全保障）の向

上 ・同盟国との安全保障連

・国債・為替市場の暴落

（「トラス・ショッ

ク」） ・制御不能なインフ

レと国民生活の悪化 ・同盟



携の深化 ・地政学的影響力

の増大 
国との経済摩擦（保護主義

批判） ・中国等からの経済

的報復 ・プロジェクト失敗

による国民負担の増大 

 

結論：日本のパラダイムシフト – ハイステークスな国家

的賭博の展望 
 

本報告書で分析した高市・城内成長戦略は、過去一世代における日本の主流経済政策からの最

も重大な逸脱である。それは、経済的成果を国家が主導する力への決定的な賭けであり、過去

30 年間にわたって支配的であった財政・金融の正統性への決別宣言に他ならない。 

この戦略は、最高レベルの国家的賭博である。成功すれば、日本経済を再活性化させ、主要な

技術的・地政学的大国としての地位を確保する可能性がある。しかし、失敗すれば、国家を深

刻な財政・通貨危機に陥れ、以前よりも弱く、脆弱な状態に置き去りにするリスクをはらんで

いる。 

その最終的な帰結は、経済モデルの精緻さによって決まるのではない。それは、日本の深く根

を張った制度的権力、すなわち財務省と日本銀行という「静かなる政府」との、これから始ま

るであろう政治闘争に勝利するための、生々しい政治的意志の強さにかかっているのである。

この戦いの行方が、21 世紀における日本の運命を決定づけることになるだろう。 
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